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本書の特長について 
 
 
①  重要キーワードを強調 

 3 色刷により重要なキーワードを強調し，各肢の正誤ポイントをわかりや

すく示しています。 
 

② 平成 22 年から令和 7 年までの過去問を掲載 

 合格に必要な知識を身につけるため，5 肢択一式の問題を掲載しています。

出題年度も明記し，学習しやすい文章に一部調整を加えています。 

 
③ 最新制度・統計に対応 

 本書は，できる限り最新の制度や統計に対応するよう，一部の肢は内容を

改題しています。 

 
④ 分野別に整理 

 問題の肢は分野別に整理して掲載しています。理解しやすくするため，章

立てを一部変更している場合があります。 
 

⑤ 左右ページ構成 

 左ページに問題，右ページに正解文章または簡単な解説を配置し，できる

だけシンプルな構成にしています。このため，より深く学習したい場合は，

別途専門書・参考書などと並行してご利用いただくことをお勧めいたします。 
 
⑥ 出題履歴 

 各肢が出題された年度と問題番号を明記しており，出題履歴がすぐにわか

ります。例えば，「R01-7-5」という記載があった場合，これは，令和元年度

の第 7 問の 5 番目の肢として出題されたことを表しています。なお，H22～
H30 までは平成を表し，R01S は令和元年度に行われた再試験を表していま

す。 
 

⑦ 自己チェック欄 

 この□□□□□は，自己の学習結果のチェック欄です。 

 理解度に応じて〇△×でチェックできる欄があり，学習の振り返りに活用

できます。 
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全国森林計画 
□□□□□ 1 
H22-3-1 
 
 

 森林・林業基本計画によって示された政策の方向や目標を踏まえ，

全国森林計画が立てられる。 
 
 
 

□□□□□ 2 
H23-1-2 
 
 

 全国森林計画は，農林水産大臣が全国の森林を対象として 5 年ごと

に 20 年を 1 期としてたてる計画である。 
 
 
 

□□□□□ 3 
R07-2-2 改 
R06-2-1 改 
R05-2-2 改 
R04-2-1 
R03-2-4 
R02-2-1 
R01-1-2 改 
H28-2-2 改 
H26-1-2 改 
H25-1-2 改 
H22-3-2 改 
 

 全国森林計画は，農林水産大臣が森林・林業基本計画に即し，かつ

保安施設の整備の状況等を勘案し，全国の森林につき 5 年ごとに 15
年を 1 期としてたてる計画で，44 の広域流域ごとに森林の整備及び

保全の目標を定めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□□□□□ 4 
H24-1-2 改 
 
 
 

 「全国森林計画」は，「国土利用計画法」に基づき，全国の森林を対

象として，森林の整備・保全の目標，伐採立木材積，造林面積等の計

画量，施業の基準等を示す計画で，5 年ごとに，15 年を一期として立

てることとされている。 
 
 
 

□□□□□ 5 
オリジナル 
 
 

 全国森林計画は，森林の整備及び保全の目標，伐採立木材積や造林

面積等の計画量，施業の基準等を明らかにする計画であり，都道府県

知事がたてる「地域森林計画」や森林管理署長がたてる「国有林の地

域別の森林計画」の指針となる。 
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○ 
 
 
 

 森林・林業基本計画によって示された政策の方向や目標を踏まえ，

全国森林計画が立てられる。 
 
 
 

× 
 
 
 

 全国森林計画は，農林水産大臣が全国の森林を対象として 5 年ごと

に 15 年を 1 期としてたてる計画である。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 全国森林計画は，農林水産大臣が森林・林業基本計画に即し，かつ

保安施設の整備の状況等を勘案し，全国の森林につき 5 年ごとに 15
年を 1期としてたてる計画で，44 の広域流域ごとに森林の整備及び保

全の目標を定めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 
 

 「全国森林計画」は，「森林法」に基づき，全国の森林を対象として，

森林の整備・保全の目標，伐採立木材積，造林面積等の計画量，施業

の基準等を示す計画で，5 年ごとに，15 年を一期として立てることと

されている。 

 
 
 

× 
 
 
 

 全国森林計画は，森林の整備及び保全の目標，伐採立木材積や造林

面積等の計画量，施業の基準等を明らかにする計画であり，都道府県

知事がたてる「地域森林計画」や森林管理局長がたてる「国有林の地

域別の森林計画」の指針となる。 
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日本の森林帯 
□□□□□ 1 
R07-10-1 改 
H30-8-1 
 

 亜寒帯林（常緑針葉樹林）：モミ属，トウヒ属などが代表的な樹種で，

本州の亜高山帯や北海道の広域に分布している。 
 
 
 

□□□□□ 2 
R07-10-2 改 
R01S-10-2 改 
H30-8-2 改 
 

 温帯落葉広葉樹林：ブナ，ミズナラなどが代表的な樹種で，本州の

山岳地帯や東北地方北部，北海道の知床半島に分布している。 
 
 
 
 

□□□□□ 3 
R07-10-3 改 
R01S-10-3 改 
H30-8-3 
 

 暖帯（暖温帯）落葉広葉樹林：クリ，ケヤキ，コナラなどが代表的

な樹種で，常緑広葉樹林から温帯落葉広葉樹林への移行帯に分布して

いる。 
 
 
 

□□□□□ 4 
R07-10-4 改 
R01S-10-4 改 
H30-8-4 
 

 常緑広葉樹林（照葉樹林）：シイ類，カシ類が代表的な樹種で，沖縄

本島北部から北海道南部まで分布している。 
 
 
 
 

□□□□□ 5 
R07-10-5 改 
R01S-10-1 改 
H30-8-5 
 

 亜熱帯林：ガジュマル，アコウなどが代表的な樹種で，小笠原諸島

や沖縄本島南部以南の地域に分布している。 
 
 
 
 

□□□□□ 6 
R01S-10-5 改 
H25-13-1 
H23-8-1 
 
 

 亜寒帯林は，本州の亜高山帯や北海道の広域に分布しておりトドマ

ツ，エゾマツが代表的樹種である。 
 
 
 
 
 

□□□□□ 7 
H25-13-2 
H23-8-2 
 
 

 落葉広葉樹林は，暖温帯落葉広葉樹林と温帯落葉広葉樹林に区分さ

れる。 
 
 
 
 

□□□□□ 8 
H25-13-3 
H23-8-3 
 
 

 常緑広葉樹林は，沖縄本島北部から東北地方南部までの地域に分布

している。 
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○ 
 
 
 
 

 亜寒帯林（常緑針葉樹林）：モミ属，トウヒ属などが代表的な樹種で，

本州の亜高山帯や北海道の広域に分布している。 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 温帯落葉広葉樹林：ブナ，ミズナラなどが代表的な樹種で，本州の

山岳地帯や東北地方北部，北海道の渡島半島に分布している。 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 暖帯（暖温帯）落葉広葉樹林：クリ，ケヤキ，コナラなどが代表的

な樹種で，常緑広葉樹林から温帯落葉広葉樹林への移行帯に分布して

いる。 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 常緑広葉樹林（照葉樹林）：シイ類，カシ類が代表的な樹種で，西日

本を中心に広く分布している。 

 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 亜熱帯林：ガジュマル，アコウなどが代表的な樹種で，小笠原諸島

や沖縄本島南部以南の地域に分布している。 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 亜寒帯林は，本州の亜高山帯や北海道の広域に分布しておりトドマ

ツ，エゾマツが代表的樹種である。 
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 落葉広葉樹林は，暖温帯落葉広葉樹林と温帯落葉広葉樹林に区分さ

れる。 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 常緑広葉樹林は，沖縄本島北部から東北地方南部までの地域に分布

している。 
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森林の野生生物保護管理 
□□□□□ 1 
H27-12-1 
 
 

 猛禽類は，森林生態系における食物連鎖の頂点に立つ捕食者である

ため，生息域の改変や環境汚染の影響，生態系の変化による影響を受

けやすく，多くの種が減少傾向にあり，絶滅の危機に瀕している。 
 
 
 
 

□□□□□ 2 
H27-12-2 
 
 

 近年（1990 年以降），北海道，五葉山（岩手県），日光（栃木県），

大台ヶ原（奈良県）など各地でシカの著しい個体数増加がみられ，そ

れに伴って農林業被害や自然植生への影響もまた著しく増大し，森林

生態系に大きな影響を与えている。 
 
 
 
 

□□□□□ 3 
H27-12-3 
 
 

 近年，薪炭材生産を主体とする里山林を構成する樹木の高齢化や，

マツ林や落葉広葉樹林における人為的攪乱の減少に伴う常緑樹の侵

入の進行により林内が全体に明るくなり，生物相が豊富となったり，

生物多様性が高まってきている森林が多くなっている。 
 
 
 
 

□□□□□ 4 
H27-12-4 
 
 

 野生鳥獣の生息地管理の戦略には，特に重要な種の生育地を保護す

ることにより結果的に他の種も保護されることになる方法と，種の分

布の重ね合わせから最も重なりの多い地域を保護しようとする方法

とがある。 
 
 
 
 
 

□□□□□ 5 
H27-12-5 
 
 

 IUCN,世界自然保護モニタリングセンター（WCMC）などが，世界

で最も生物の多様性に富み，固有種の割合が高く，生息地の破壊や絶

滅の危機が間近に迫っている地域を特定し，それらの地域をホットス

ポットと名付けた。 
 
 
 
 
 
 
 

□□□□□ 6 
R02-10-5 
 
 

 森林性猛禽類の生存を脅かす最大の要因は，生息環境の改変であ

り，特に森林から宅地やゴルフ場などの他の目的の用地への改変は，

繁殖環境が失われるだけでなく，採餌空間の消失にもつながり，影響

は大きいと考えられる。 
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○ 
 
 
 
 

 猛禽類は，森林生態系における食物連鎖の頂点に立つ捕食者である

ため，生息域の改変や環境汚染の影響，生態系の変化による影響を受

けやすく，多くの種が減少傾向にあり，絶滅の危機に瀕している。 
［環境省「絶滅のおそれのある野生生物―猛禽類」］ 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 近年（1990 年以降），北海道，五葉山（岩手県），日光（栃木県），

大台ヶ原（奈良県）など各地でシカの著しい個体数増加がみられ，そ

れに伴って農林業被害や自然植生への影響もまた著しく増大し，森林

生態系に大きな影響を与えている。 
［日本森林学会「森林科学」］ 
 
 
 

× 
 
 
 
 
 

 近年，薪炭材生産を主体とする里山林を構成する樹木の高齢化や，

マツ林や落葉広葉樹林における人為的攪乱の減少に伴う常緑樹の侵

入の進行により林内が全体に暗くなり，生物相が貧弱となったり，生

物多様性が低下している森林が多くなっている。 
［環境省「生物多様性国家戦略 2023」，生物多様性白書］ 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 野生鳥獣の生息地管理の戦略には，特に重要な種の生育地を保護す

ることにより結果的に他の種も保護されることになる方法と，種の分

布の重ね合わせから最も重なりの多い地域を保護しようとする方法

とがある。 
［環境省「絶滅のおそれのある野生生物種の保全戦略」，「第二種特定鳥獣管理計画作成のた

めのガイドライン」］ 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 IUCN,世界自然保護モニタリングセンター（WCMC）などが，世界

で最も生物の多様性に富み，固有種の割合が高く，生息地の破壊や絶

滅の危機が間近に迫っている地域を特定し，それらの地域をホットス

ポットと名付けた。 
注）生物多様性ホットスポットは，正しくはノーマン・マイヤーズに

よって提唱された概念で，その後，国際 NGO「Conservation 
International（CI）」がこの概念を発展させたとされている。 
［国立科学博物館「生物多様性ホットスポットの特定と形成に関する研究」］ 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 森林性猛禽類の生存を脅かす最大の要因は，生息環境の改変であ

り，特に森林から宅地やゴルフ場などの他の目的の用地への改変は，

繁殖環境が失われるだけでなく，採餌空間の消失にもつながり，影響

は大きいと考えられる。 
［林野庁「森林における生物多様性の保全及び持続可能な利用の推進方策」］ 
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治山事業 
□□□□□ 1 
H30-15-1 
 
 

 一般に山地荒廃の形態には土質，地質特性からくる特色があり，例

えば深層風化を受けたいわゆるマサ地帯では表層侵食をきわめて受

けやすい。 
 
 
 

□□□□□ 2 
H30-15-2 
 
 

 毎年多くの箇所で発生している山地災害について月別の発生状況

をみると，降水量の月別推移とほぼ同様の傾向を示している。 
 
 
 

□□□□□ 3 
R07-15-3 改 
R03-15-1 改 
H30-15-3 改 
 

 治山事業とは，森林法に規定する治山施設事業及び地すべり等防止

法の規定により指定された区域で行う地すべり防止工事又はぼた山

崩壊防止工事に関する事業をいう。 
 
 
 

□□□□□ 4 
R07-15-1 改 
R03-15-2 改 
H30-15-4 
 

 保安施設事業は，保安林の指定目的の第 1 号から第 7 号までを達成

するため，もっばら堰堤，土留め，水路等の構造物を築設する事業で

ある。 
 
 
 

□□□□□ 5 
R07-15-4 改 
R05-16-4 
R03-15-3 改 
H30-15-5 改 
 

 地すべりとは，土地の一部が地下水等に起因してすべる現象又はこ

れに伴って移動する現象をいい，地質により主に，第三紀層地すべり，

破砕帯地すべり，温泉地すべりなどに分類される。 
 
 
 
 

□□□□□ 6 
R03-15-4 
 
 

 治山事業と砂防事業は，それぞれ森林法及び砂防法の目的により実

施され，その実施箇所及び工事内容は異なり，山腹工事は治山事業で

は行われるが砂防事業では行われない。 
 
 
 

□□□□□ 7 
R07-15-2 改 
R03-15-5 
 
 

 民有林直轄治山事業は，国土の保全上特に重要であると認められ，

事業の規模が著しく大であるとき，事業が高度の技術を必要とすると

き等において都道府県の要請を受けて，国が実施する。 
 
 
 

□□□□□ 8 
R07-15-5 
 
 

 砂防は，山地上流域から下流へ流出する土砂，流木，洪水などによ

る災害を防止若しくは軽減するものであり，治山は，森林の荒廃によ

る災害を防止・軽減し，森林の復元や保全と適切な防災施設の配置に

より，その森林が有する特定の公益的機能を保全・補完するものであ

る。 
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○ 
 
 
 
 

 一般に山地荒廃の形態には土質，地質特性からくる特色があり，例

えば深層風化を受けたいわゆるマサ地帯では表層侵食をきわめて受

けやすい。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 毎年多くの箇所で発生している山地災害について月別の発生状況

をみると，降水量の月別推移とほぼ同様の傾向を示している。 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 治山事業とは，森林法に規定する保安施設事業及び地すべり等防止

法の規定により指定された区域で行う地すべり防止工事又はぼた山

崩壊防止工事に関する事業をいう。 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 保安施設事業は，保安林の指定目的の第 1 号から第 10 号までを達

成するため，実施する森林の造成事業又は森林の造成若しくは維持に

必要な事業である。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 地すべりとは，土地の一部が地下水等に起因してすべる現象又はこ

れに伴って移動する現象をいい，地質により主に，第三紀層地すべり，

破砕帯地すべり，温泉地すべりなどに分類される。 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 治山事業と砂防事業は，それぞれ森林法及び砂防法の目的により実

施され，その実施箇所及び工事内容は異なるが，山腹工事は治山事業・

砂防事業ともに行われる。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 民有林直轄治山事業は，国土の保全上特に重要であると認められ，

事業の規模が著しく大であるとき，事業が高度の技術を必要とすると

き等において都道府県の要請を受けて，国が実施する。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 砂防は，山地上流域から下流へ流出する土砂，流木，洪水などによ

る災害を防止若しくは軽減するものであり，治山は，森林の荒廃によ

る災害を防止・軽減し，森林の復元や保全と適切な防災施設の配置に

より，その森林が有する特定の公益的機能を保全・補完するものであ

る。 
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森林作業道 
□□□□□ 1 
R02-24-2 
 
 

 路線は，伐木造材や集材等の作業に使用する機械の種類，性能，組

合せに適合し，森林内での作業の効率性が最大となるよう配置する。 
 
 
 

□□□□□ 2 
R07-24-2 
 
 

 作設箇所については，原則として傾斜 35 度未満とし，人家，施設，

水瀕地等の保全対象が周囲にない箇所を基本とし，特に保全対象に直

接被害を与える箇所は避け，う回方法を適切に決定する。 
 
 
 

□□□□□ 3 
R07-24-3 
 
 

 急傾斜地の 0 次谷を含む谷地形や破砕帯など一般的に崩壊しやすい

箇所を通過しなければならない場合は，通過する区間を極力短くす

る。 
 
 
 

□□□□□ 4 
R07-24-1 
 
 

 作設に不向きな黒ぼくや粘士質のローム等の場合は，必要な路面支

持力を確保し，路面侵食等を防止するため，路面に砕石を施すなどの

対策を行う。 
 
 
 

□□□□□ 5 
R05-23-2 
H30-24-1 改 
 
 

 路体は，堅固な土構造を基本とするが，安全確保や路体維持のため

構造物を設置する場合は，丸太組工，ふとんかご，コンクリート構造

物，鋼製構造物等の中から必要な機能を有するものを選定する。 
 
 
 

□□□□□ 6 
R01S-23-2 
 
 

 盛土工では，路体が支持力を有し安定するよう，盛土部分は概ね

30cm 程度の層ごとに締固めを行う。 
 
 
 

□□□□□ 7 
R06-23-5 
 

 盛土の締固め施工中に建設機械のクローラ等が沈下し，ぬかるみや

すい緊結度の低い土砂では，盛土部分と地山を区分せず，路体全体に

盛土を行い，締固め，路体の安定を図る。 
 
 
 

□□□□□ 8 
R05-23-3 
H30-24-5 改 
 
 

 2 トン積トラックなど接地圧の高い車両が走行する場合には，路面

支持力が得られるよう特に強固に締固めを行うとともに，必要に応じ

て丸太組による路肩補強工を実施するものとする。 
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○ 
 
 
 

 路線は，伐木造材や集材等の作業に使用する機械の種類，性能，組

合せに適合し，森林内での作業の効率性が最大となるよう配置する。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 作設箇所については，原則として傾斜 35 度未満とし，人家，施設，

水瀕地等の保全対象が周囲にない箇所を基本とし，特に保全対象に直

接被害を与える箇所は避け，う回方法を適切に決定する。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 急傾斜地の 0 次谷を含む谷地形や破砕帯など一般的に崩壊しやすい

箇所を通過しなければならない場合は，通過する区間を極力短くす

る。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 作設に不向きな黒ぼくや粘士質のローム等の場合は，必要な路面支

持力を確保し，路面侵食等を防止するため，路面に砕石を施すなどの

対策を行う。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 路体は，堅固な土構造を基本とするが，安全確保や路体維持のため

構造物を設置する場合は，丸太組工，ふとんかご，コンクリート構造

物，鋼製構造物等の中から必要な機能を有するものを選定する。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 盛土工では，路体が支持力を有し安定するよう，盛土部分は概ね

30cm 程度の層ごとに締固めを行う。 
 
 
 

○ 
 
 
 

 盛土の締固め施工中に建設機械のクローラ等が沈下し，ぬかるみや

すい緊結度の低い土砂では，盛土部分と地山を区分せず，路体全体に

盛土を行い，締固め，路体の安定を図る。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 2 トン積トラックなど接地圧の高い車両が走行する場合には，路面

支持力が得られるよう特に強固に締固めを行うとともに，必要に応じ

て丸太組による路肩補強工を実施するものとする。 
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林業作業のコスト，労働生産性 
□□□□□ 1 
R07-28-4 改 
R01S-28-5 改 
H26-25-2 
 
 

 生産性とは単位時間当たりの生産量のことであり，労働生産性とは

生産性に労働負担を加味した指標のことである。 
 
 
 
 
 

□□□□□ 2 
R05-28-1 
 
 

 生産性は，一般に投入量と産出量との比として定義され，技術開発

や効率の向上，コスト削減，生産過程の評価，生活水準の評価などの

目的に使用される。 
 
 
 

□□□□□ 3 
R07-27-3 改 
R01-28-1 
H27-27-4 
 

 作業の生産性や伐出原価を評価するためには，作業量とともに，当

該作業の作業時間が必要である。 
 
 
 
 

□□□□□ 4 
R01-27-5 改 
 
 

 各作業工程を組合せたシステムの生産性は，総生産額（費用）を総

作業日数で割ることで得られるが，各工程の生産性の組合せとしても

求められる。 
 
 
 
 
 

□□□□□ 5 
R05-28-2 
 
 

 労働生産性 PD［m3／人日］は，1 日平均 N［人］の作業者が D［日］

間作業し，V［m3］の材を生産したとすれば次式から求められる。 
 
 
 
 
 
 

□□□□□ 6 
R05-28-3 
 
 

 伐倒，集材，造材の各工程の労働生産性をそれぞれ，Pf，Py，Ppと

した場合，作業システム全体の労働生産性 P は，次式から求められる。 
 
 
 
 
 
 
 

□□□□□ 7 
R05-28-4 
 
 

 各工程の進め方には，先の工程が終わってから後の工程を行うよう

な各工程を独立して行う直列工程と，各工程を同時並行に連携して行

う並列工程がある。 
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× 
 
 
 
 

 生産性とは単位時間当たりの生産量のことであり，労働生産性とは

総生産量を労働者数または労働投入量（人日）で割ったものであり，

1 人の労働者が一定期間に生産する木材量などで表される。 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 生産性は，一般に投入量と産出量との比として定義され，技術開発

や効率の向上，コスト削減，生産過程の評価，生活水準の評価などの

目的に使用される。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 作業の生産性や伐出原価を評価するためには，作業量とともに，当

該作業の作業時間が必要である。 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 各作業工程を組み合わせた作業システムの生産性は，総生産量を総

作業日数（または総労働投入量）で割ることで算出される。個々の工

程の生産性は参考値として有用だが，全体の作業効率を正確に評価す

るには，工程間の作業時間のバランスや，ボトルネックとなる工程の

影響も考慮する必要がある。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 労働生産性 PD［m3／人日］は，1 日平均 N［人］の作業者が D［日］

間作業し，V［m3］の材を生産したとすれば次式から求められる。 
 
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 
 

 伐倒，集材，造材の各工程の労働生産性をそれぞれ，Pf，Py，Pp と

した場合，作業システム全体の労働生産性 P は，次式から求められる。 
 
 
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 各工程の進め方には，先の工程が終わってから後の工程を行うよう

な各工程を独立して行う直列工程と，各工程を同時並行に連携して行

う並列工程がある。 
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木材の物理的・力学的性質 
□□□□□ 1 
R01-30-1 
H25-30-4 
 
 

 節が製材品の強さに及ぼす影響は，材の断面に占める節の断面積比

や，節の位置，材に発生する応力の種類等と密接に関わる。 
 
 
 
 

□□□□□ 2 
R01S-30-3 
 
 

 木材は，波長 380～780nm の可視光のうち波長の長い赤色よりの成

分をよく吸収し，一方 380nm 未満の紫外線をよく反射する。 
 
 
 
 

□□□□□ 3 
R07-30-1 改 
R05-30-1 
 

 木材の空隙率は，密度が大きくなるほど小さくなり，樹種により

11%～93%程度大きな幅がある。 
 
 
 

□□□□□ 4 
R03-29-1 改 
H22-29-2 
 
 

 曲げや引張・圧縮などの繰返し荷重を試験片に与え，破壊までの繰

返し回数を測定する試験をクリープ試験という。 
 
 
 
 
 

□□□□□ 5 
R01-30-2 
H27-33-5 改 
H25-30-5 
 
 

 木材にある限度以上の一定荷重を継続的に載荷しておくと，時間の

経過に伴い変形が増加する現象が見られるが，これをクリープと呼

ぶ。 
 
 
 
 

□□□□□ 6 
R01S-30-4 
 
 

 木材は弾性と粘性の両方の成分を持つ粘弾性材料であり，長期間荷

重が負荷された場合には時間経過とともに変形量が増大するが，この

ような変形をクリープという。 
 
 
 

□□□□□ 7 
R07-30-5 
R05-30-5 
 
 

 応力緩和とは，粘弾性体に瞬間的に一定変形を与えると弾性的変形

により応力が生じるが，その後，その変形を維持すると粘性流体の性

質が現れて応力が減少する現象である。 
 
 
 

□□□□□ 8 
H27-33-4 
 
 

 木材の強度（強さ）のうち，せん断強度は，曲げ強度，圧縮強度及

び引張り強度に比べて大きい。 
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○ 
 
 
 
 

 節が製材品の強さに及ぼす影響は，材の断面に占める節の断面積比

や，節の位置，材に発生する応力の種類等と密接に関わる。 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 木材は，波長 380～780nm の可視光のうち波長の長い赤色よりの成

分をよく反射し，一方 380nm 未満の紫外線は主にリグニンにより強

く吸収され，ほとんど反射しない。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 

 木材の空隙率は，密度が大きくなるほど小さくなり，樹種により

11%～93%程度大きな幅がある。 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 曲げや引張・圧縮などの繰返し荷重を試験片に与え，破壊までの繰

返し回数を測定する試験を疲れ（疲労）試験という。一方，クリープ

試験は試験片に一定の荷重を長時間加えて変形や破断までの時間を

測定する試験である。 

 

 
 

○ 
 
 
 
 
 

 木材にある限度以上の一定荷重を継続的に載荷しておくと，時間の

経過に伴い変形が増加する現象が見られるが，これをクリープと呼

ぶ。 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 木材は弾性と粘性の両方の成分を持つ粘弾性材料であり，長期間荷

重が負荷された場合には時間経過とともに変形量が増大するが，この

ような変形をクリープという。 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 

 応力緩和とは，粘弾性体に瞬間的に一定変形を与えると弾性的変形

により応力が生じるが，その後，その変形を維持すると粘性流体の性

質が現れて応力が減少する現象である。 
 
 
 

× 
 
 
 
 

 木材の強度（強さ）のうち，せん断強度は，曲げ強度，圧縮強度及

び引張り強度に比べて小さい。 
 曲げ＞圧縮＞引張＞せん断 
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